
高田／こんにちは。 

弁理士をしている。仕事を説明する。 

特許など知的財産に関する専門家。 

特許を取得したいクライアントの代理

をしている。 

お堅い仕事だと思われるだろう。 

趣味で演劇をやっている。アマチュア

演劇。 

でも、観客の期待に応えようとしてい

る。 

お芝居をしたことがありますか。 

自分ではやらないが、見ると言う人

はいるだろう。 

テレビドラマを見る人も多いと思う。 

私が演劇を始めたきっかけを今日は

話したい。演劇の魅力も。 

幼稚園で浦島太郎をやった。 

私の役は亀をいじめる子供。 

乙姫さまなどをやりたかった。 

お芝居はうまくできなかった。 

お話に出てくる人はみんな役割があ

る。だから、見る人が楽しめるように

やるんだよ。そう担任の先生が言っ

てくれた。 

先生が大好きだったので、うれしかっ

た。 

一生懸命やった。会場がどっと沸い

たのを覚えている。 

客席から妹が喜んで声をかけた。 

舞台に出て喜んでもらえた。これが

原体験。 

そのあとは、しばらく演劇から離れた。 

中学生のとき演劇をやることになった。  

クラスの人は主役をやりたがらなかっ

た。お母さん役だったから。 

立候補したら決まった。 


